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お寺で食べるスイカ最高！！（２０１８年８月１０日） 

ピックアップレポート 
～ようせんじ 夏のこども会～ 
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 最近はこんなことがありました！ 
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養泉寺の掲示板の言葉（８月から２月まで） 

 

 

８月 「聞法は死の準備ではなく 

生の糧である」 

９月 「人生曇りの日も必要」 

１０月 「これから失くす宝物が 

くれたものが今宝物」 

１１月 「祖父
じ ぃ じ

もお腹の中にいたの？」 

１２月 「忙しいということは 

          怠けている証拠です」 

１月 「耳二つに口一つ 

多く聞いて少し言う」 

２月 「解答用紙はあなたの 

これからの人生」 

二

KOTONOHA 
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大勢の方がお参りして下さいました！！ 

１日、麓組の皆さん、５日、横曽根・大戸組 

の皆さん、お手伝いありがとうございました。

男性の方も是非お手伝いを！会場作りや重い

物の片付け等、仕事はいろいろあります。 

今
年
の
夏
は
一
度
き
り
！ 

お
寺
で
楽
し
い
夏
の
思
い
出
、 

で
き
た
か
な
？ 

ま
ず
は
み
ん
な
で 

手
を
合
わ
せ
よ
う

ね
！ 

 

８月１日、５日 盆参、新盆会 

８月１０日 
ようせんじ 夏のこども会 
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皆さんと一緒にお勤め、そして法話。住職は

養泉寺にある聖徳太子さまの御像について

お話しました。 

お斎は夏野菜の精進カレーライス！！ 

ハーモニカ奏者の倉井夏樹をはじめ、ピア

ニストのはらかなこさんをお迎えし、さら

に画家の近藤康平さんによるライブペイン

ティングとのコラボレーション！！ 

オープニングアクトの小越康弘の演奏も含

め、誰もが初めて見るであろう、素晴らしい

夜でした！！ 

 

三条市の星野さん
がご夫婦で帰敬式
を受けられました。
おめでとうござい
ました！！ 

８月２８日 お講（２８日講） 

 

 

 

 

 

 

９月８日 
養泉寺コンサート ２０１８ 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月２３日 秋彼岸会 
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御講師の佐々木惠一郎さん。柏崎、行通寺

さまの御住職です。時折笑いも交えながら

の、ダイナミックなお話でした！ 

長岡市では初となる、猿八座による人形浄

瑠璃の公演が行われ、圧巻のパフォーマン

スに酔いしれました。 

親
子
で
、
お
一
人
で
。 

本
当
に
助
か
り
ま
し

た
。
四
名
の
方
々
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！ 

一
年
で
一
番
大
切

な
行
事
で
す
。 

一
緒
に
ま
た
新
た

な
一
年
を
歩
ん
で

い
き
ま
し
ょ
う
！ 

９月２３日 
猿八座 養泉寺公演 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０月１９日、１１月１０日 
養泉寺 おそうじ隊 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１０月２７日、２８日 報恩講 
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養泉寺コンサートの３０周年を祝し、歌手

の Caravan さんと倉井夏樹によるスペシャ

ルライブを行いました。 

 

親鸞さまの祥月御命
日に、ご一緒に朝の
お勤めをしました。 

１
０
８
回
つ
い
て

新
し
い
年
へ
！ 

今年も皆で盛り立

てましょう！！ 

乾杯！！ 

 

お楽しみ会では、グラ
ンドゴルフにカラオケ
に盛り上がりました！ 

１１月１７日 養泉寺コンサート 
30 th Anniversary Special “Caravan”  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１１月２８日 おあさじ会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１２月３１日 除夜の鐘 
 
 
 
 
 

１月５日 年頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１月２８日 初お講 
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教えて！！ Q & A コーナー 
 

この半年で、ご門徒さんから受けた疑問や質問にお答えします。 

今回は、仏事の日程を決める時によくいただく疑問からです！！ 

 

Ｑ 法事は命日よりも前につとめた方がいいんですよね？ 

Ａ 法事は、「御命日よりも前につとめた方がいい」といわれることがあります。

それは言い方を変えれば、「御命日よりも後になるとよくない」と思われて

いるということでしょう。 

  浄土真宗の門徒はお念仏ばかりしていて「門徒物知らず」だとからかわれる

ことがあります。しかし、それは全くの誤解です。この言葉は元々、「門徒物

忌み知らず」といい、「真宗門徒は日や方角の良し悪しや、様々な迷信を信

仰のよりどころとはしない」ということを表す言葉です。そのことから、法

事は御命日よりも前でなければならないとか、後になってはいけないという

ことは一切ありません。前でも後でも結構です。ご家族やご親戚、お寺のご

住職と相談しながら、最も適当な日程を決めていただければよいのです。 

  それよりも、むしろ大切なことは、ここで「いい」とか「よくない」とかと

いうことが、「自分の身に悪いことが起きてほしくない、いいことが起きて

ほしい」という、まさに物を忌む気持ちではないか、と気付けるかどうかで

す。そういう気持ちは誰しもが持つものですが、決して信仰のよりどころに

はならないことを知る眼を持つことが、真宗門徒に求められる歩みです。 

 

Ｑ 友引に葬儀を出してはいけないんですよね？ 

Ａ 友引は、六曜（先勝、友引、先負、仏滅、大安、赤口）という中国の時刻、

日の吉凶占いが室町時代に日本へ伝わったものです。それが日本独自の形や

解釈になって今に至っています。 

  友引の日は、「友を引く、道連れにする」という意味合いが後付けされ、葬儀

執行の日としては避けられることが多く、また斎場も休みになることが多い

ため、葬儀は少ないです。しかし,決して友引に葬儀を出してはいけないと

いうことはありません。意味合いは後付けですし、上の質問でも分かるよう

に「門徒物忌み知らず」ですし、そもそも六曜は仏教とは関係ありません。

日に良いも悪いもありません。自分の都合で「良い」と「悪い」とを分けて

生きている私たちがいるだけです。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仏事のいろんな疑問について書い
てある冊子「仏事ひとくちメモ」。 
本堂に置いてありますのでご自由
にお取り下さい。大好評です！！ 
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お寺の裏側 ―ＵＲＡＴＥＲＡ― 
 

もっと知ってほしいお寺の情報や、知っているようで知らない仏事の豆知識を

紹介します。今回は、真宗大谷派勤行集（赤本）について！！ 

 

真宗大谷派のお参りに欠かせないのが、「真宗大谷派勤行集」（通称：赤本）で

す。お寺にも常にたくさん用意してありますし、購入も出来ます。仏教徒とし

て、また真宗大谷派門徒としての、一生を貫く大切な本です。法話の時には手

引きにし、お勤めの時には一緒に声を出して、どんどん使って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤本は、直に床に置かないことが大切な作法です。時折、新聞や雑誌のように

床に直に置いたり、投げるように扱ったりする方をお見掛けしますが、見直す

べき扱い方です。置く時は机の上に置くか、床の場合は、下にハンカチを敷く

などし、また、座っている時には膝の上に置くなどし、丁寧に扱います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子さん用勤行集（あかほ

んくん）もあります。 

初参式を受けた方、有縁の

方に差し上げています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勤行集が赤い理由・・・ 
 
１４７４（文明６）年、本願寺８代目門主、蓮如上人が越前吉崎の
御坊にいらした時、火災があり、御坊も羅災しました。蓮如上人は、
手元のお聖教を何とか持ち出そうとしましたが、親鸞聖人の『教行
信証』６巻のうちの「証巻」を持ち出すことができませんでした。
それを聞いた蓮如上人のお弟子さん、本向坊了顕は、「取ってきます」
と火の中に飛び込みます。了顕は、やっとの思いで「証巻」を見つ
けますが、火が廻り、とても引き返せるような状態ではありません
でした。「このままでは命もろともこのお聖教が燃えてしまう」と悟
った了顕は、その場に座ると自分の腹を切り裂き、自分の腹の奥に
風呂敷で包んだ「証巻」を摂め入れ、真っ赤に染まったそのお聖教
を抱く様にして守り続けました。 
ようやく火が収まり、焼け跡から了顕の御遺体が見つかりました。
そして、抱えるようにした腹の中から、風呂敷に包まれ、焼けるこ
となく守られた「証巻」が出てきたのです。 
 
 
・・・この話が事実である証拠はありません。しかしそれよりも、
語り継がれることで、現在まで伝わってきていることの尊さを私た
ちは知るべきです。赤本の赤は、血の赤です。先達が命を懸けて守
り、伝えてきたという意味が、この赤には込められているのです。 
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「

寺族の声－編集後記－ 

みんなでコラム－武部智美－ 
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全ての連絡先、問合せ、疑問や質問、ご意見ご感想はこちらまで！！ 
 

電話  ０２５８－７５－２２１０ 
ブログ（ホームページ）  https://yosenji.exblog.jp/ 
メール  kurai.kouya5108@gmail.com 
〒 ９４０－２５０２ 新潟県長岡市寺泊一里塚３８８３番地 

！！ 
 
養泉寺の寺院墓地の片隅に、ゴミを置いて帰られる方が絶えません。荷物を少なくして帰りたいお気持ちも分

かりますが、墓地は皆さんが利用する公共の場です。気持ちよくお参りが出来るよう、ゴミは各自の責任でお持

ち帰り下さい。マナーを守り、気持ちよくお参りできる墓地になるよう、ご協力をお願いいたします。また、お墓参

りの際には本堂に入り、御本尊さまにもお参り下さい。それが正式な「墓参り」です。 

 

○置いていってよいもの（土に還るもの） 

・花（造花は含まない） 

 

○お参りの後、おさがりとしていただくもの 

・缶ジュース、ワンカップ、菓子などのお供物 

※すぐにおさがりとして持ち帰って美味しくいただく 

か、後日責任をもって回収し、処分して下さい。 

鳥獣被害や異臭の原因となります。 

 

○持ち帰っていただきたいもの（土に還らないもの） 

・ビニール袋、ビニール紐 

・ペットボトル、空き缶、空き瓶 

・花を包むセロファン 

ビニール袋 

ビニール紐 

セロファン 

ペットボトル 

やむを得ず看板

を設置しました。 

 
帰敬式を受けましょう 
 
法名をいただき、仏教徒と
しての歩みを、あらためて
始めませんか？今まで、約
４０名の方が受けておられ
ます。 
詳しくはお寺まで！！ 
 

 
養泉寺のブログ（ホーム
ページ）があります！ 

 
行事の案内やレポートから、
日常の中の１ページまで、コ
ンテンツも充実しています。 
 

寺泊養泉寺  

 

ヨガ教室、開催中！！ 
和気あいあいと楽しくやっています☆ 

 
毎月第２・４月曜日 １３時１５分～１時間程度 

詳しくは大矢ひとみ先生まで！！ 
 

Tel  ０９０－２９８０－６２９３ 
Web http://sonomamanohito.blogspot.jp 

 

 

 

 

 

０から一緒にお念仏の
教え勉強しませんか？ 
 
「推進員になる」とい
う道があります！ 
推進員って何？受講す
るとどうなるの？気に
なった方はお寺まで！ 
 

https://line.me/R/ti/p/@vfi6483k
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養泉寺 行事カレンダー （３月～９月） 
 

春彼岸会（お中日）          ３月２１日（木祝） 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午前１０時３０分～午後１時頃まで         住職、当院 
 
＜詳細＞ 
お中日のみお斎あり。彼岸入（１８日）と彼岸明（２４日）は、１０時半よりお勤めのみ。 
 
 

法中講                 ６月１６日（日） 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午前１０時～午後１時頃まで            法中御寺院さま 
 
＜詳細＞ 
法中（お寺のグループ）の皆さんによる法話をお聞きします。一味違ったお斎あり。 
 
 

法友交流会（生ビールの会）        ７月５日（金） 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午後６時～午後８時３０分頃まで           藤枝 友子 師（三条市 山香寺 住職） 
 
＜詳細＞ 
お勤めと法話の後、生ビールで乾杯します。飲めない方やお子さんも大歓迎。申込み制です。 
 
 

盆参、新盆会          ８月１日（木）、４日（日） 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午前１０時３０分～午後１時頃まで         住職、当院 
 
 

ようせんじ 夏のこども会          ８月９日（金） 
 
※日程や内容は検討中です（後日お寺にチラシを置きます）。 
 
 

秋彼岸会（お中日）          ９月２３日（月祝） 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午前１０時３０分～午後１時頃まで         住職、当院 
 
＜詳細＞ 
お中日のみお斎あり。彼岸入（２０日）と彼岸明（２６日）は、１０時半よりお勤めのみ。 
 
 

お講（２８日講）       ６月、７月、８月、各２８日 
 
＜日程＞                     ＜法話＞ 
午前１０時３０分～午後１時頃まで         住職、当院 
 


